















































































































































































































































































































































































































































































































































































































　  ht tp : //www.mhlw.go . jp/bunya/shougaihoken/
jiritsushienhou01/index.html　二〇〇七．九．九
(2 ) 地域活動センターＡ及び、そのメンバーは、精神障害
者を取り巻く環境が、少しでも良くなることを願うとし
て、調査に快く応じていただいている。心より感謝したい。
(3 ) 臺弘「リハビリテーションプログラムとその効果、精
神疾患」『続・分裂病の生活臨床』　創造出版　一七二頁
(4 ) 支援センターＡの規則は、以下の通り。①「利用者は
常に社会人としての自覚と責任を持ち、それに伴った行
動を取ってください」、②「設備の利用、備品の貸し出し
は登録者に限ります」、③「設備を大切に扱うこと」、④
「施設内での飲酒、アルコール類の持ち込み、酒気を帯び
ての来所は禁止します」、⑤「私物や貴重品などは個人の
責任で管理して下さい（紛失、破損などについては、個
人の責任とする）、⑥「火気、タバコの消し忘れには、十
分注意すること、寝タバコは禁止します」、⑦「近所や他
の支援センターＡ利用者等の迷惑にならないよう利用し
てください」（付則「暴力的な言動や行為を禁止します」）、
⑧「施設内での賭事を禁止します」、⑨「施設内での宗教
活動や選挙活動を禁止します」、⑩「施設内外を問わず、
処方されている薬のやり取りは禁止します」、⑪「利用者
は本規則を守って利用して下さい。規則を守れない場合
には、当施設の利用停止もしくは禁止いたします」
(5 ) 厚生労働省社会・援護局傷害保険福祉部　『自立支援医
療について』（障害保健福祉関係主管課長会議　資料３）
二〇〇五．六．九（ＰＤＦファイル）
　http://www.wam.go.jp/wamappl/bb15GS60 .nsf/
　vAdmPBigcategory/3C0FA6965302CB7B4925701
　F00089D6D?OpenDocument　
　二〇〇七．九．九
(6 ) 精神保健福祉士養成セミナー委員会編　『精神保健福
祉論』第三版　へるす出版　二〇〇五　七五頁　精神障
害の特性として、蜂矢英彦の疾患と障害の関係を例に挙
げている。そこでは、障害を二分類し、機能障害として、
思考障害、知覚・注意・衝動・情動や気分・意思などの
障害をあげ、能力障害として、社会生活能力、対人関係
能力、作業能力の障害を上げた。
(7 ) Ｒ・Ｄ・レイン　志貴春彦・塚本嘉訳　『自己と他者』
　みすず書房　一九七五年　一九二頁　発話者の発話内
容を受け手が的外れな応答をすることで、発話者の発話
意図が二社の相互行為において無にされる。これに伴い
発話者の存在自体が根こそぎ排除されてしまう。
(8 ) 山崎敬一・好井裕明　「会話の順番取りシステム」　『美
貌の陥穽』　ハーベスト社　一九九四年　三九‐四五頁　
山崎・好井は、「割り込み」を「今話している人が自分の
話をし終える以前に、すなわち話している最中に、次の
話し手が話し始めることである。これは、単に話が重な
ることと区別されるべき」としている。
(9) 山崎・好井　同右　四三頁
(1 0)Ｅ・ゴフマン　佐藤毅・折橋徹彦訳　『出会い‐相互
行為の社会学』　誠信書房　一九八〇年　三四‐三五頁
(1 1)Ｅ・ゴフマン　同右　四頁
(1 2)Ｅ・ゴフマン　石黒毅訳　『行為と演技―日常生活に
おける自己呈示』　誠真書房　一九七四年　一一頁
(13)Ｅ・ゴフマン　同右一五頁
(1 4) 草柳千早『「曖昧な生きづらさ」と社会』世界思想社
　二〇〇四年　二〇六頁
(1 5)厚生労働省（http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/
shougaisha01/pdf/kaisei05 .pdf）
　二〇〇七．九．九
(1 6) 全国精神障害者家族連合
　 （http://nippon.zaidan.info/seikabutsu/1997/00585/
contents/029.htm）
　二〇〇七．九．二八
精神障害者のコミュニケーションと自立
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